
【個人】                           提 出  平成 26 年 9 月 16 日 

 登  山  報  告  書  

 

山 域・山 名： 北アルプス後立山連峰 爺が岳・鹿島槍ヶ岳・五竜岳・唐松岳 

入山日又は期間：平成２６年９月１２日(金)～１４日(月) （ ２泊３日 ） 

プラン担当者 正：     副：  

 唐松岳（テント泊２） → 八方 → 白馬駅 

 ↑ 

 五竜岳 

 ↑ 

 鹿島槍ヶ岳 

 ↑ 

 爺ヶ岳 

 ↑ 

 冷池山荘（テント泊１） 

 ↑ 

 扇沢 
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男 １名 、  女  名、 計 １名 

最終打合せ：  月  日（火）   

雨天中止の連絡：  月  日（  ） 

午後  時までに（メール）で連絡。 

月 日( ) 集合時間：   集合場所： 

9 月 12 日 6:50 大宮駅発あさま→8:03 長野駅到着→8:30 扇沢行き特急バス乗車→10:27 扇沢 

 →10:38 柏原新道（登山開始）→13:56 種池山荘→12:56 爺が岳（南峰）→ 

 15:15 爺が岳（中峰）→16:05 冷池山荘→16:41 テント設営完了 

 ※行動時間：5 時間 27 分（休憩 14 分込） 

9 月 13 日 3:30 起床→4:58 出発→5:46 布引岳→6:31 鹿島槍ヶ岳（休：15 分）→8:27 キレット 

 小屋（休：6 分）→10:03 北尾根ノ頭（休：12 分）→12:24 五竜岳（休：21 分）→ 

 13:22 五竜山荘（休：12 分）→（おそらく大黒岳付近で 15 分休憩）→16:08 唐松岳 

 →16:45 テント設営完了 

 ※行動時間：11 時間 10 分（休憩 1 時間 21 分込） 

9 月 14 日 4:15 起床→（唐松岳周辺で写真撮影＆雲海鑑賞）→6:01 唐松岳山荘出発→ 

 8:00 リフト→（リフト、ロープウェイの乗り換え）→8:28 八方→9:30 白馬駅 

 →10:30 長野駅バス乗車→12:17 新幹線乗車→13:30 大宮 

 ※行動時間：1 時間 59 分（休憩 5 分込） 

荒天候時のエスケープルート： 

 

装
備 

と 

食
糧 

共同装備： 

共同食： 

個人装備：テント、ヘッドランプ＋予備電池、雨具、防寒衣、コンパス、地図、虫よけ 

帽子、着替え、タオル・ハンカチ、体拭き、シュラフ＋カバー、ストック、 

セルフビレイセット 

個人食：1～３日目の朝・昼・夕食、4 日目の朝・昼食、行動食３日分                                                                                                                               

          



感想  山 域・山 名：北アルプス後立山連峰 爺が岳・鹿島槍ヶ岳・五竜岳・唐松岳 

≪1 日目≫                                          

扇沢から種池山荘までの間は、傾斜のある斜面だが、決してきついわけでもなく、気持ちよく汗を

かける。種池山荘での休憩は見晴らしがよく、気持ちがいい。爺が岳は、緩やかな尾根で特に困難

な場面もない。ただし、種池山荘では 20 度だった気温が、爺が岳の稜線に出た瞬間約８～10 度

の気温が下がり、急いで防寒対策をとった。冷池山荘の人曰く、昨夜は氷ができるほど寒かったで

す・・・とのことだったが、日が暮れてから実感した。テントの中で 3 度。都会の真夏から、急に

この気温を耐えるにはいささか厳しさがある。テント場から山小屋までは急な斜面を約１０分歩く

ので、トイレや給水などの用があるときは、寝る前に済ましておきたい。                                         

≪2 日目≫                                          

昨夜、テントを設営してから雨が降り続けていたが、目を覚めてからテントの空気穴から空を除く

と星がたくさん光っている。快晴、そのもの。立山や剱岳がくっきりと見える。稜線を歩きながら、

徐々に光を浴びる剱岳の絶景を堪能する。鹿島槍ヶ岳までの稜線は、急な斜面があるものの、体力

/危険度、共に問題なし。ただし、その先の道は崖の続き。日本３第キレットの一つということが

よくわかる。鹿島槍ヶ岳の下山中に 1m 距離で大きめの落石が２つ落ちてきた。ルート調査不足で、

ヘルメットを持参しなかったのを悔いた。五竜岳までの稜線は、まったく緊張を緩めない上、集中

力が求められる。唐松岳を約 1 時間半残すところで体力と集中力の限界を感じつつ、雨と風が徐々

に強くなり、ビバークも考えたが、水が 500ml もなかったため、日が暮れるまで頑張ることに。

無事に小屋に到着して安心したが、激混み状態でテントを張る場所がない。山を１０～１５分下山

した登山道の脇に、岩だらけの凸凹に雨の中でテントを設営。全装備が濡れた上、斜面が凸凹なの

で、なかなかゆっくり休めない。連休は、唐松岳に来てはいけないと・・・痛感する。                                         

≪３日目≫                                          

何とか晴れてきたものの、昨夜の雨で、装備も道も濡れていて、不帰キレットに行けるテンション

ではなくなった。また、前日の体力消耗がひどかったため、白馬岳への道は断念し、八方への下山

を決心。下山中は、ずっと不帰キレット～白馬三山がくっきりと見えて、とても癒された。白馬岳

に誘われている気がしたが、もう時間が厳しい。次回は白くなった白馬岳を登ると自分と約束し、

下山の道を進んだ。八方のロープウェイから白馬駅までの間、いくつかの温泉はあったものの、時

間が早いため、営業しておらず、そのまま帰宅の道へ！                                         
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